
 

令和 6 年２月２２（木） 

みそらこども園 

１月号に続き、脳の発達・脳育てについて考えていきます。 

十分な睡眠時間をとらないと学習機能にも悪影響を及ぼすということです。ところが、再三伝え

ているように、高学歴の親は早期教育に走りやすい傾向があります。小さいときから習い事や塾

に通わせ睡眠時間を削っていたタケシ君を思い出してください。彼のような生活になってしまう

原因は２つ考えられます。まず、「（早期教育を）やればやるほど頭がよくなる」と考えている節

があります。学業を頑張ってきた親御さんたちは、ご自分の成功体験から努力すれば花が咲くと

考えます。他の子が塾で勉強している最中にわが子が寝ている。それを想像しただけで不安にな

るのです。もうひとつは、他の子どもと比較してしまうからです。他の子どもが習い事や課外学

習をしているのに、自分の子がしなかったら「親である自分が」疎外感を覚えます。高学歴親は

特に不安になりやすいため、なおさらそう思うのです。その意味で、正しい睡眠で高度な脳をつ

くることは、子育てにおける最重要課題と言えるでしょう。冒頭のタケシ君が、どれほど学習刺

激を入れても伸びなかった、成績が落ちるばかりだった原因もおわかりになるのではないでしょ

うか。 

『高学歴親という病』成田奈緒子 過干渉溺愛に潜むリスク 講談社＋α新書～３月号へ続く 

ほけんだより 2 月 

大人の病気と思われがちですが、5〜9歳では13.7％、10〜19 歳では
31.4％もの子どもが花粉症だというデータがあります。花粉症の症状があ
っても、熱がないなら大丈夫、と油断しがちですが、花粉症の症状がずっ
と続くと不快なだけでなく、さまざまな問題を招くおそれがあります。 


